江南市議会各会派様　　　　　　　　　　　　　　　２０１１年　５月１３日
議会運営についての提案（申し入れ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本共産党江南市議員団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団長　森　ケイ子
　４月２４日に行われた選挙で選出された我々議員は、２元代表制のもとで、真に市民の代表として市民の期待と付託にこたえるために、市政のチェック機能とともに、政策提案する議会に前進することが求められています。
　かねてから議会改革検討委員会で議論されてきたところでありますが、新しい議会にあたり、改めて日本共産党議員団の考え方をお伝えし、ともに「開かれた議会」「提案する議会」構築のためにご賛同いただきますようお願いいたします。
記
1． 議長、副議長選挙について
1） 議長、副議長の任期は２年ごととする。
2） 議長の選挙は立候補制をとり、立候補者は議会運営にあたっての所信を表明すること。
2． 開かれた議会について
1） 定例議会ごとの「議会だより」を全世帯を対象に、発行すること。
2） インターネット中継は、すべての本会議を対象に行うこと。
3） 常任委員会の開催日は、各委員会単独開催とすること。
4） 本会議における発言時間は、委員会付託のない議案については、時間制限を設けないこと。
5） 直接届けられた陳情も請願と同じ様に委員会に付託し、審議の結果を本会議に報告すること。
6） 請願者の意見表明の機会を保証すること。
7） 請願書の「請願者の押印」条項を無くすこと。
8） 傍聴者には、議案内容のわかる資料を配布すること。
9） 必要に応じて手話通訳を配置すること。
3． 提案する議会について
1） 本会議での発言は、対面方式とすること。
2） 委員会の配置も当局と対面するのではなく、委員同士が議論できるような配置とすること。
3） 委員会として、独自の調査項目に基づく調査、研修を行い、議員間の討論を活発にし、政策立案能力を高めるようにする。
4） 共通するテーマについては、与党、野党の枠を超えて調査研究を行い、政策立案する。
4． 議会基本条例の制定について
1） 基本条例の制定に向けて特別委員会を発足する。
5． 審議会等の報酬について
1） 議員報酬を受け取っている立場から、税金で支出される委員報酬については、辞退する措置を取ること。
以上
